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１．概要（注：結論を含めて下さい）  

当社では、DLC の高機能化研究を進めている。                                                                          

DLC の機能発現には、DLC の微細化学状態を制御する事が肝要である。本研究では、高

輝度放射光を用いた高分解能 XPS により DLC の炭素化学結合状態を詳細観測し、DLC

成膜条件の最適化について検討する。本課題（トライアル利用）において、DLC の微細

化学結合状態が分析可能な分析条件の検討を行うことが狙いである。  

今回分析条件を検討した結果、DLC の微細化学結合状態（ sp
2
, sp

3 など）が明確にな

る分析条件を見出すことができた。  

 

（English）  

Our company promote researches on highly functional DLC films. 

Mechanical functions of DLC can be given by controlling its fine chemical states. In this 

research, C 1s bonding states in a DLC film are observed in detail by using High Resolution 

X-ray Photoelectron Spectroscopy (HR-XPS) with highly brilliant synchrotron radiation. Here, 

the result gives us an Optimal DLC formation condition. This trial use is aimed at examining 

XPS-experimental conditions for analyzing the fine chemical bonding states in DLC. 

As a result, we could find out an analysis condition to distinguish the fine chemical 

bonding states of surface/bulk sp
2
, surface/bulk sp

3
 and so on. 
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２．背景と目的  

当社では、2000 年代から自動車向け摺動部品に DLC を採用しており、今後も他社との差別化を図

るため、DLC の高機能化研究を進めていく予定である。                                                                            

DLC 膜は高硬度、低摩擦係数といった長所を有する反面、その低反応性から金属材料への DLC 成

膜には金属炭化物中間層の形成が必要である。すなわち、DLC 膜の機能発現には、DLC 膜と共に、

DLC/中間層界面の詳細化学状態を制御する事が肝要である。 

本研究では、高輝度放射光を用いた高分解能 XPS により DLC 膜および DLC/中間層界面の炭素化

学結合状態を詳細観測し、DLC 成膜条件の最適化について検討する。 

本課題（トライアル利用）において、DLC の微細化学結合状態が分析可能な分析条件の検討を行

うことが狙いである。 

 

３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）  

 本課題（トライアル利用）にて、分析条件を検討し、表1の条件を選定した。分析サンプルは表2

に示すサンプルを使用した。 

表1.分析条件 

Photon Energy [eV] 350,400 

Pass Energy [eV] 50 

Slit Width [mm] 0.2 

Elements C1s 

Beam diameter [μm]×[μm] 100×500 

Sample Temperature [K] 300 

 

表2.分析サンプル 

Sample DLC 

Sample diameter [mm] φ10 

Sample thickness [mm] 1 

DLC thickness[nm] 10±5 

 

４．実験結果と考察  

図 1 に表 1 に示す条件で測定した C1s の XPS スペクトルを示す。図 2 にフィッティング解析を行

った結果を示す。図 1,2 より今回検討した条件で DLC の微細化学結合状態（sp
2
, sp

3など）が明確に

なると考える。 

 

  

 
図 1. C1s XPS スペクトル 



 

 
図 2. C1s XPS フィッティング結果 

 

５．今後の課題  

さらなる高分解能化のために、サンプル温度は 80K～100K を目標とする。 
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